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彰

国

躍

〈ほ
う

こ
く
や
く
)

一

は
じ
め
に

十
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
上
海
の
路
名
は
目
ま
ぐ
る
し

-
移
り
変
わ
っ
て
い
た
｡
そ
の
変
わ
り
様
は
戦
火
の
絶
え
な
い
近
代

中
国
社
会
の
変
化
､
上
海
と
い
う
町
の
激
し
い
変
貌
ぶ
り
と
共
振
し

て
い
た
｡

上
海
の
路
名
に
は
､

一
八
四
〇
年
の
ア
ヘ
ン
戦
争
後
に

｢憶
定
盤

路
｣
(E
d
in
bu
rg
h
､
イ
ギ
リ
ス
公
爵
の
名
)､
｢寛
克
路
｣
(K
irk
､

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
教
会
名
)
､
｢霞
飛
路
｣
(Jo
ff
re
､
フ
ラ
ン
ス

将
軍
の
名
)､
｢莫
利
愛
路
｣
(M
o-iere
､
フ
ラ
ン
ス
劇
作
家

の

名
)､
｢百
老
匪
路
｣
(B
roadw
a
y
､
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
歓
楽
街
名
)

な
ど
が
登
場
し
､

一
九

二

年
の
辛
亥
革
命
後
に

｢中
山
路
｣
(孫

文
の
あ
ざ
な
)､
｢民
国
路
｣
(中
華
民
国
)､

1
九
三
七
年
の
日
中
戦

争
時
に
は

｢松
井
通
｣
(日
本
軍
司
令
官
松
井
石
根
の
名
)､
｢明
治

通
｣
､
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
民
党
政
権
下
で
は

｢中
正
路
｣
(蒋

介
石
の
あ
ざ
な
)､
｢魂
徳
遠
路
｣
(W
ed
em
eyer､
在
上
海
米
軍
司

令
官
の
名
)､

一
九
四
九
年
の
内
戦
終
結
後
に
は

｢延
安
路
｣
(共
産

党
革
命
根
拠
地
の
名
)､
｢人
民
路
｣
な
ど
が
出
現
し
た
｡

本
稿
で
は
'
近
代
上
海
に
お
け
る
路
名
の
通
時
的
変
化
と
､
戦
争

が
も
た
ら
す
地
政
学
的
変
容
お
よ
び
時
の
為
政
者
た
ち
の
路
名
管
理

に
お
け
る
政
策
的
意
図
と
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
｡

二

伝
統
的
な
上
海
路
名

十
八
世
紀
頃
の
上
海
地
図
を
紐
解
-
と
､
そ
こ
に
は
伝
統
的
な
道



(注
)

路
名
が
記
さ
れ
て
い

る

｡

そ
れ
を
整
理
す
る
と
､
大
き
-
二
つ
の
パ

タ
ー
ン
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
｡

一
つ
は

｢呉
家
弄
､
劉
家
弄
､
康
家
弄
､
蓮
家
巷
､
社
家
湾
｣
な

ど
の
よ
う
に
道
路
沿
い
に
あ
る
屋
敷
､
由
緒
あ
る
家
柄
の
姓
に
基
づ

-
命
名
で
､
も
う

一
つ
は

｢果
子
巷

(果
物
屋
)､
蔑
竹
街

(竹
細

工
店
)､
面
筋
街

(食
料
品
店
)､
彩
衣
巷

(仕
立
て
屋
)､
館
野
路

(運
送
馬
休
憩
場
)､
王
医
馬
弄

(獣
医
)､
洋
行
街

(貿
易
商
)｣
な

ど
道
路
沿
い
に
あ
る
店
'
施
設
な
ど
に
基
づ
-
命
名
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
路
名
は
､
政
策
的
に
命
名
さ
れ
た
痕
跡
が

見
え
ず
､
十
三
世
紀
の
宋
末
か
ら
十
八
世
紀
の
清
代
に
か
け
て
町
の

緩
や
か
な
変
化
に
伴

っ
て
徐
々
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

三

ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
上
海
路
名

三
⊥

英
米
租
界
の
路
名

一
八
四
〇
年
に
ア
ヘ
ン
戦
争
が
勃
発
し
､

一
八
四
二
年
に
清
朝
政

府
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
問
で
上
海
を
含
む
五
つ
の
都
市
の
通
商
開
放
を

認
め
る

｢南
京
条
約
｣
が
締
結
さ
れ
た
｡

一
八
四
五
年
十

l
月
に
上

海
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
居
留
地
域

-
租
界
が
画
定
さ
れ
た
.

1
八
四
六
年
イ
ギ
リ
ス
租
界
の
西
境
界
に
あ
た
る
道
が

｢界
路
｣

(B
o
u
n
d
a
ry

R
o
a
d
)､
税
関
事
務
所
の
あ
る
道
が

｢海
関
路
｣

(C

ustom
s
H
ouse
R
o
a
d
)
と
命
名
さ
れ
た
｡
こ
れ
ら
は
事
実
上

上
海
租
界
に
お
け
る
最
初
の
道
路
命
名
と
な
る
｡

一
八
四
六
年
か
ら

一
八
六
五
年
ま
で
の
二
〇
年
間
､
租
界
が
拡
張

さ
れ
道
路
が
増
築
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
､
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
道

路
名
が
現
れ
た
.
｢派
克
弄

(P
ark
L
a
n
e
)､
寛
克
路

(K
irk
's

A
v
en
u
e)｣
な
ど
の
よ
う
な
英
語

の
音
訳
タ
イ
プ
､
｢教
会
路

(M
ission

R
oa
d
)､
領
事
館
路

(C
onsulate
R
oa
d
)､
橋
街

(B
rid
g
e
S
tr
eet)｣
な
ど
の
よ
う
な
英
語
の
意
訳
タ
イ
プ
､
｢石
路

(Shack
-oo
R
o
a
d
)｣
の
よ
う
な
上
海
語
タ
イ
プ
な
ど
が
出
現
し

た
｡一
八
四
八
年
か
ら
英
租
界
の
東
北
部
に
ア
メ
リ
カ
租
界
が
形
成
さ

れ
､

1
八
四
九
年
に
そ
の
西
南
部
に
フ
ラ
ン
ス
租
界
が
成
立
し
た
｡

一
八
六
〇
年
頃
に
な
る
と
､
つ
な
が
る

l
本
の
道
路
に
隣
接
す
る
租

界
地
で
別
々
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
､
路
名
を
め
ぐ
る
列
強
間
の
ト
ラ

ブ
ル
が
頻
発
し
た
｡

一
八
六
二
年
英
租
界
の
管
理
機
構

｢
工
部
局
｣

会
議
で
当
時
英
代
理
領
事
メ
ド
ハ
ー
ス
ト

(W
.H
.M
ed
hurst)

に
よ
り

｢中
国
の
省
名
を
南
北
方
向
の
道
に
､
市
名
を
東
西
方
向
の

道
に
適
用
す
る
命
名
法
｣
が
提
案
さ
れ
た
｡
英
米
共
同
租
界
成
立
後

【投
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路名 命名年

変特技司路 (Madras インド南東部の都市) 1902

孟買路 (Bombay インド西部の州) 1908

倍耐爾司路 (Benares インド北部の都市) 1912

開答路 (Que仕aパキスタン西部の都市) 1908

客泣契路 (Karachiパキスタン南部の都市) 1911

頼零爾路 (Lahoreパキスタン北東部の都市) 1913

客勃爾路 (Kabulアフガニスタンの首都) 1911

科隆布路 (Colomboスリランカの首都) 1908

表 l 英植民地による命名

の
一
八
六
五
年
九
月
に

『南
京

条
約
』
記
念

と
し
て

｢派
克

弄
｣
が

｢南
京
路
｣
に
改
名
さ

れ
る
と
同
時
に
'
同
提
案
に
基

づ
-
次
の
よ
う
な
路
名
変
更
が

実
施
さ
れ
た
｡
｢界
路
｣1
｢河

南

路
｣､
｢海

関
路
｣-
｢漢

口

路
｣､
｢寛
克
路
｣1
｢寧
波
路
｣､

｢教
会
路
｣
1
｢福
州
路
｣
､
｢領

事

館

路
｣1
｢北

京
路
｣､
｢橋

街
｣-
｢
四
川
路
｣､
｢石
路
｣1

｢福
建
路
｣｡
そ
れ
は
上
海
道
路

史
上
初
の
政
策
的
な
大
量
改
名
と
な
る
｡

と
こ
ろ
が
､

一
八
六
五
年
に
採
用
さ
れ
た
中
国
地
域
名
は
'
イ
ギ

リ
ス
軍
が
北
上
し
た
時
に
占
拠
し
た
地
域
の
地
名
が
大
半
を
占
め

た
｡
そ
の
後
イ
ン
ド
､
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
の
英
植
民
地
の
地
名
に
基

づ
-
路
名

(表
1
)
が
多
-
使
わ
れ
た
こ
と
を
あ
わ
せ
て
考
え
る

と
､
英
米
租
界
内
の
路
名
の
選
定
に
は
､
植
民
地
支
配
を
記
念
す
る

と
い
う
政
策
的
な
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
｡

三
･

二
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
路
名

英
米
租
界
の
路
名
に
地
名
が
多
-
使
用
さ
れ
た
の
と
対
照
的
に
､

フ
ラ
ン
ス
租
界
の
路
名
に
は
､
人
名
が
大
量
に
使
わ
れ
た
｡
上
海
駐

在
フ
ラ
ン
ス
総
領
事
の
名

(表
2
)
や
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ト
リ
ッ
ク
神

父
の
名

(表
3
)
の
外
に
'
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
管
理
機
構

｢公
董

局
｣
の
メ
ン
バ
ー
や
フ
ラ
ン
ス
の
著
名
人
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
に
寄
与

し
た
外
国
人
の
名
な
ど
が
多
-
使
用
さ
れ
た
｡

キ
リ
ス
ト
教
関
連
の
路
名
と
し
て
'
か
つ
て
英
米
租
界
に
も

｢教

会
路
｣
二

八
五
〇
年
命
名
)､
｢教
堂
街
｣
二

八
五
五
年
命
名
)
や

｢文
監
師
路
｣
(W
i〓
iam
B
o
o
n
e
､
上
海
米
聖
公
会
主
教
､

一
八
四

八
年
命
名
)
な
ど
が
あ
っ
た
が
､
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
お
け
る
キ
リ
ス

ト
教
関
連
の
路
名
に
は
､
そ
の
出
現
時
期

(十
九
世
紀
後
半

～
二
〇

世
紀
の
前
半
)
と
命
名
パ
タ
ー
ン

(中
国
式
の
姓
に
よ
る
神
父
名
)

に
お
い
て
共
通
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
｡
そ
れ
に
は
第
二
次
ア
ヘ
ン
戦

争
後
の
中
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
に
関
す
る
歴
史
的
変
化

が
深
-
か
か
わ
っ
て
い
る
｡

一
八
五
八
年
に
フ
ラ
ン
ス
は
広
西
で
の
宣
教
師
処
刑
事
件
な
ど
を

理
由
に
イ
ギ
リ
ス
と
共
同
出
兵
し
第
二
次
ア
ヘ
ン
戦
争

(ア
ロ
ー
戦

争
)
を
起
こ
し
､
清
政
府
に

｢天
津
条
約
｣
を
結
ば
せ
た
｡
そ
の
条
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約
の
中
で
初
め
て
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
､
布
教
の
自
由
が
明
記
さ
れ

た
｡
そ
の
条
約
が
き
っ
か
け
で
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
活
動
が
活
発
化

し
､
同
時
に
外
国
人
宣
教
師
が
中
国
式
人
名
を
名
乗
る
な
ど
現
地
化

が
進
ん
だ
｡
表
3
の
よ
う
に
､
十
九
世
紀
後
半
か
ら
上
海
の
路
名
に

フ
ラ
ン
ス
系
の
カ
ト
リ
ッ
ク
神
父
名
が
次
々
と
登
場
し
た
背
景
に

は
､
第
二
次
ア
ヘ
ン
戦
争
と

｢天
津
条
約
｣
(
一
八
五
八
年
)
に
よ

る
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
自
由
化
と
い
う
社
会
的
環
境
の
変
化
が
大
き

-
影
響
し
た
｡

フ
ラ
ン
ス
租
界
で
は
､
こ
の
外
に

｢蒲
石
路

(B
ourgert､
在

上
海
フ
ラ
ン
ス
人
弁
護
士
)､
環
龍
路

(V
a
tto
n
'
フ
ラ
ン
ス
人
パ

イ
ロ
ッ
ト
)､
高
乃
伊
路

(C
orneE
e
'
フ
ラ
ン
ス
人
劇
作
家
)､

馬
斯
南
路

(M

assenet､
フ
ラ
ン
ス
人
作
曲
家
)｣
な
ど
多
-
の
フ

ラ
ン
ス
著
名
人
の
名
が
使
わ
れ
た
｡

路名 命名年

呂班路 (G.C_Dubai11893年着任) 1902

李梅路 (Ⅴ.G.Lemaire 1875年着任) 1906

巨額遠路 (L.Ratard 1906年着任) 1907

憧自適路 (E.D.Kraetzer 1885年着任) 1909

敏体尼蔭路(LC.N.M.Montigny 1848年着任)1909

甘世東路 (G.Kahn 1913年着任) 1913

華格臭路 (R.Wagner 1888年着任) 1915

表 2 上海フランス総領事名による路名

路名 命名年

孟神父路 (PereMeugniot) 1882

金神父路 (PereRobert) 1907

跳主教路 (Mgr.Robert) 1907

辞華立路 (StanislasCheValier)1912

努神父路 (PereFroc) 1927

古神父路 (PさreHuc) 1930

遵主教路 (Mgr.Maresca) 1930

表 3 仏租界内の神父名による路名

四

辛
亥
革
命
後
の
上
海
路
名

一
九

二

年
に
辛
亥
革
命
が
起
こ
り
､
十
二
年
に
中
華
民
国

が
成
立
し
､
孫
文
が
南
京
で
臨
時
大
統
領
に
就
任
し
た
｡
辛
亥

革
命
後
､
上
海
の
道
路
に
は
次
頁
の
表
4

(左
側
)
の
よ
う
に

辛
亥
革
命
の
理
念
と
思
想

(中
華
民
国
'
三
民
主
義
､
五
権
憲

法
､
救
国
､
光
復
な
ど
)
や
辛
亥
革
命
の
リ
ー
ダ
ー

(孫
文
､

黄
興
､
陳
其
美
)､
中
華
民
国
の
首
都
南
京

(旧
名
金
陵
)
に

因
ん
だ
路
名
が
相
次
ぎ
誕
生
し
た
｡

1
九
二
八
年
に
蒋
介
石
は
北
伐
戦
争
を
終
結
さ
せ
､
二
九
年

七
月
に
租
界
の
東
北
部
に
新
し
い
市
街
地
の
建
設
が
計
画
さ

れ
'
孫
文
の

｢建
国
大
綱
｣
に
基
づ
-

｢大
上
海
都
市
計
画
｣

が
ス
タ
ー
ト
し
た
｡
新
市
街
地
道
路
の
建
設
に
従
い
､
表
4
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路名 命名年 路名 命名年

民国路 1913 民社路 1931

中華路 1914 民生路 1932

新民路 1914 民府路 1933

民興路 1915 国本路 1931

施政路 1916 国済路 1931

中山路 1918 国和路 1931

金陵路 1921 市和路 1931

西光復路 1924 市京路 1933

東光復路 1925 政同格 1929

三民路 1928 政寧路 1931

五権路 1929 政通路 1933

救国路 1928 府南路 1931

黄輿路 1930 府内右路 1931

其美路 1931 府東外路 1931

表 4 辛亥革命後の路名

(右
側
)
の
よ
う
に
､
｢民
国
市
政
府
｣
中
の

二
子
を
頭
文
字
と
す
る

路
名
群
が
続
々
と
誕
生
し
た
｡

と
こ
ろ
が
､

1
九
三
二
年

一
月
に
､
｢
1
二

一八
事
変
｣
(第

1
次

上
海
事
変
)
が
起
こ
り
､
日
本
軍
が
上
海
に
上
陸
し
､
新
都
市
建
設

は
戦
火
が
差
し
迫
る
中
余
儀
な
-
中
断
さ
れ
た
｡

五

日
中
戦
争
時
の
路
名
改
正

一
九
三
七
年
七
月
に
日
中
戦
争
が
勃
発
し
､
八
月
に

｢
八

･
二
二

事
変
｣
(第
二
次
上
海
事
変
)
が
起
こ
り
､
日
本
軍
が
新
市
街
区
全

域
を
占
領
し
た
｡

一
九
四
〇
年
三
月
に
日
本
は
､
蒋
介
石
の
国
民
党

政
権
､
毛
沢
東
の
共
産
党
政
権
に
対
抗
し
､
第
三
の
勢
力
と
し
て
江

民国政府 日本占領軍 民国政府 日本占領軍

1922-31年 1937-39年 1922-31年 1939年

其美路 - 松井通 民献路 - 北一条通

間殿路 - 長谷川通 民府路 - 北二条通

五権路 - 及川通 民壮路 - 北三条通

准濯路 - 柳川通 民葬路 - 北四条通

三民路 - 畑通 民約路 - 北五条通

黄輿路 - 加納通 民慶路 - 北六条通

准海路 - 倉永通 政治東路 - 南一条通

国和路 - 近衛通 政府路 - 南二条通

三民路 一 大正道 政徳東路 - 南三条通

鞠殿路 - 明治通 政立路 - 南四条通

市京路 - 金津通 政衷路 - 南五条通

国東路 - 岐阜通 政通路 - 南六条通

国光路 - 静岡通 政揚東路 - 南七条通

国済北路 - 仙台通 政益路 - 南八条通

表5 日本占領下の道路改名
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兆
銘
政
権
を
擁
立
し
た
｡

一
九
四

一
年
十
二
月
に
太
平
洋
戦
争
が
勃

発
し
､
日
本
軍
が
共
同
租
界
を
占
領
し
た
｡

一
九
四
三
年

一
月
に
江

政
府
は
日
本
と

｢
日
華
共
同
宣
言
｣
を
発
表
し
'
七
月
に
フ
ラ
ン
ス

租
界
を
､
八
月
に
共
同
租
界
を
相
次
ぎ
接
収
し
た
｡
日
中
戦
争
勃
発

後
の
六
年
の
間
に
上
海
の
路
名
に
次
の
よ
う
な
変
化
が
現
れ
た
.

川

日
本
式
路
名
の
誕
生
､

榊日
本
式
路
名
の
変
更
､

㈲租
界
路
名
の
全

面
改
正
｡



日
本
は
､

1
九
三
七
年
十

l
月
に
上
海
占
領
後
ま
も
な
-
新
市
街

区
に
お
い
て
当
時
の
司
令
官
の
名

(松
井
石
板
､
長
谷
川
清
､
及
川

古
志
郎
)
を
使

っ
て
路
名
改
正
を
行

っ
た
｡

一
九
三
九
年
に
な
る

と
､
さ
ら
に
軍
人

(司
令
官
柳
川
平
助
､
畑
俊
六
と
戦
死
し
た
連
隊

長
加
納
治
雄
､
倉
永
辰
治
)､
政
治
家

(首
相
近
衛
文
麿
)
の
名
前
､

日
本
の
年
号
､
地
域
名
､
道
路
名
な
ど
を
使

っ
て
大
規
模
な
改
名
を

行
っ
た
｡

と
こ
ろ
が
､
表
5
の
よ
う
な
日
本
式
路
名
の
ほ
と
ん
ど
は

一
九
四

〇
年
に
元
の
中
国
式
名
に
再
変
更
さ
れ
た
｡
こ
れ
は
日
本
が
上
海
を

実
質
占
領
し
て
い
な
が
ら
道
路
の
命
名
に
関
し
て
は
江
兆
銘
政
権
に

委
ね
た
こ
と
を
意
味
す
る
｡
日
本
が
自
ら
支
援
す
る
江
兆
銘
政
権
に

対
す
る

1
種
の
政
治
的
譲
歩
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
.

一
方
､
江
兆
銘
政
権
は
日
本
式
路
名
を
改
正
し
､
民
国
政
府
の
旧

名
を
復
活
さ
せ
る
と
同
時
に
､
日
本
の

｢大
東
亜
共
栄
｣
政
策

へ
の

同
調
を
示
す

｢共
栄
路
｣
を
命
名
し
､
｢中
日
協
同
建
立
新
東
亜
｣

中
の
一
字
を
頭
文
字
と
す
る
命
名
法
を
採
用
し
､
そ
れ
に
基
づ
き
表

6
の
よ
う

に

｢協
儀
路
､
協
睦
路
､
協
平
路
､
協
賛
路
｣
な
ど

｢協
｣
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
路
名
群
を
新
た
に
登
場
さ
せ
た
｡

さ
ら
に
､
江
政
権
は

1
九
四
三
年
に
旧
租
界
路
名
に
対
し
て
全
面

改
正
を
行
っ
た
｡
そ
の
き
っ
か
け
は
日
本
占
領
下
の
租
界
事
務
局
の

長
だ
っ
た
岡
崎
勝
男
が
同
年
五
月
二
二
日
に
当
時
上
海
市
長
秘
書
蓮

尊
岳
に
あ
て
た

7
通
の
手
紙
だ
っ
た
｡
そ
の
手
紙
の
中
で

｢旧
租
界

地
に
お
け
る
英
米
人
の
銅
像
撤
去
と
路
名
変
更
｣
に
関
す
る
提
案
が

出
さ
れ
た
｡
同
年
十
月
八
日
に
上
海
市
政
府
の
訓
令
と
し
て
二
四
〇

本
の
旧
租
界
路
名
の
改
正
が

一
斉
に
公
表
さ
れ
た
｡

そ
れ
ま
で
の
上
海
路
名
の
改
正
は
ほ
と
ん
ど
新
路
名
の
起
用
を
目

的
と
し
て
い
た
が
､
今
回
の
旧
租
界
地
の
改
名
は
主
に
旧
路
名
に
残

る
旧
政
権
､
旧
支
配
者
の
影
響
を
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
り
､
上
海
路
名
史
上
も
っ
と
も
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
｡

江兆銘政権 蒋介石政権

1939-40年命名 1945- 46年改名

共柴路 一 期殿路

協儀路 - 国法路

協陸路 - 国権路

協平路 一 国順路

協成路 - 国粋路

協賛路 - 国法路

協力路 - 政宣路

協同路 - 政本路

協進路 - 政修路

協建路 - 政化路

畑路 - ~ 逸仙路

長谷川路 一 間殿路

表 6 蒋介石政権の道路改名
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六
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
路
名
改
正

一
九
四
五
年
八
月
に
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
､
九
月
に
蒋
介

石
国
民
党
政
権
が
上
海
を
接
収
し
た
｡
蒋
政
権
は
､
接
収
後
ま
も
な

-
表
6
の
よ
う
に
江
兆
銘
政
権
が
命
名
し
た
日
本
と
の
協
力
関
係
を

示
す
路
名
お
よ
び
江
政
権
が
残
し
た
日
本
人
名
に
よ
る
路
名
に
絞

っ

て
改
正
を
行
っ
た
｡
そ
し
て
表
7
の
よ
う
に

｢其
美
路
｣
を
復
活
さ

せ
る
と
同
時
に
､
｢英
士
路
｣
(陳
其
美
の
あ
ざ
な
)､
｢中
正
路
｣

(蒋
介
石
の
あ
ざ
な
)､
｢林
森
路
｣
(前
国
民
政
府
主
席
の
名
)､
｢貌

徳
遠
路
｣
(W

edem
eyer､
上
海
駐
在
米
軍
司
令
官
の
名
)
な
ど
国

民
党
､
ア
メ
リ
カ
軍
を
記
念
す
る
新
し
い
路
名
群
を
誕
生
さ
せ
た
｡

大
戦
終
了
後
､
国
民
党
政
権
は
路
名
改
正
後
間
も
な
-
､
共
産
党

と
の
全
面
戦
争
に
突
入
し
た
｡

七

内
戦
終
結
後
の
路
名
改
正

一
九
四
九
年
五
月
に
人
民
解
放
軍
が
上
海
を
占
領
し
､
十
月
に
共

産
党
が
内
戦
で
勝
利
し
'
国
名
が

｢中
華
民
国
｣
か
ら

｢中
華
人
民

共
和
国
｣
に
変
更
さ
れ
た
｡
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
に
､
｢民
国
路
｣
二

九

二
二
年
命
名
)
が

｢人
民
路
｣
に
改
名
さ
れ
た
｡

l
九
五
〇
年
五

蒋介石政権 共産党政権下

1945-46年命名 1950年改名

中正中路 - 延安中路

中正東路 - 延安東路

中正西路 - 延安西路

中正南一路 - 瑞金一路

中正南二路 - 瑞金二路

中正北一路 - 石門一路

中正北二路 - 石門二路

林森中路 - 准海中路

林森東路 - 准海東路

林森西路 - 准海西路

英士路 - 淡水路

其美路 一 四平路

表 7 共産党政権の道路改名
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月
二
八
日
に
表
7
の
よ
う
に
蒋
介
石
国
民
党
政
府
に
関
係
す
る
路
名

に
絞
っ
て
改
正
が
行
わ
れ
た
｡

一
九
四
九
年
三
月
に
第
七
回
共
産
党

大
会
第
二
次
分
会
上
で
､
毛
沢
東
は
人
民
政
府
樹
立
に
向
け
て
の
六

項
目
の
注
意
事
項
を
指
示
し
た
が
､
そ
の
中
の
第
五
項
は

｢党
幹
部

の
人
名
を
地
名
､
路
名
､
企
業
名
と
し
な
い
こ
と
｣
と
な

っ
て
い

る
｡
そ
の
た
め
､

一
九
五
〇
年
の
改
名
で
使
わ
れ
た
新
路
名
に
は
､

共
産
党
指
導
者
の
人
名
で
は
な
-
､
共
産
党
の
革
命
根
拠
地
名

｢瑞

金
､
延
安
｣
や
勝
利
し
た
戦
役
名

｢石
門
､
准
海
､
淡
水
､
四
平
､

郡
部
｣
な
ど
が
登
場
し
た
｡

一
九
三
四
年
七
月
に
共
産
党
軍
が

｢北
上
抗
日
｣
を
宣
言
し
､
南

部
の
瑞
金
か
ら
西
北
部
の
延
安
ま
で

｢長
征
｣
と
称
す
る

一
万
キ
ロ



あ
ま
り
の
大
移
動
を
行
っ
た
が
､

一
九
五
二
年
か
ら
の
二
年
間
に
上

海
の
路
名
に

｢遵
義
路
､
大
渡
河
路
､
金
沙
江
路
､
茅
台
路
､
婁
山

関
路
｣
な
ど
長
征
の
経
路
に
沿
っ
た
地
名
が
次
々
と
誕
生
し
た
｡

八

結
び

近
代
上
海
に
お
い
て
､
第

一
次
ア
ヘ
ン
戦
争
､
第
二
次
ア
ヘ
ン
戦

争
､
辛
亥
革
命
､
日
中
戦
争
､
第
二
次
世
界
大
戦
'
国
共
内
戦
な
ど

た
び
重
な
る
戦
争
や
政
変
が
､
繰
り
返
し
地
政
学
的
勢
力
図
を
塗
り

香
え
､
頻
繁
な
路
名
改
正
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
｡
さ
ま
ざ
ま
な
背

景
を
持
つ
為
政
者
た
ち
が
､
道
路
の
命
名
権
を
駆
使
し
て
自
ら
の
影

響
力
を
誇
示
し
､
敵
対
勢
力
の
影
響
を
弱
め
､
消
し
去
ろ
う
と
努
め

て
い
た
｡

近
代
上
海
に
お
け
る
路
名
変
遷
の
歴
史
に
は
､
こ
の
よ
う
に
激
動

時
代
に
お
け
る
中
国
社
会
の
変
化
が
克
明
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
｡

【注
】

周

(一究
九)
｢上
海
県
城

･
清
乾
隆
末
年
｣
の
地
図

(空
貢
)
に
よ
る
｡
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